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9 月定例会
議案
TOPIC

令和 4 年度決算

実質収支　12 億 7,424 万円　の黒字決算

決算審査とは

認定認定

　９月定例会では、前年度の決算について審査が行われます。決算書は、事前に監査
委員による審査が行われ意見書とあわせて議会に提出されました。議会では「決算審
査特別委員会（議長・監査委員を除く全議員）」が設置され審査されました。

　前年度の歳入歳出予算の執行実績である決算について、その
内容を審査し、収入・支出が適法かつ正当に行われたかどうか
を確認することです。ここでは、予算審議の段階で示されたも
のと実際の執行結果はどうか、期待された行政効果はあったか
など、幅広い検討が行われます。

　本市の令和 4 年度決算状況は、黒字決
算となり、財政健全化法の 4 指標（実質
赤字比率、連結実質赤字比率、実質公債
費比率、将来負担比率）についても健全
化が図られてきています。
　財政の指標等は、市町村の「決算カード」
で確認することができます。
※ 決算カードは県のホームページからご
覧いただけます。

Question

一般会計
決算収支

歳入　192 億　 273 万円（前年度比 5.1％減）
歳出　176 億 3,263 万円（前年度比 5.9％減）
翌年度に繰り越すべき財源 2 億 9,586 万円

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
は
緩
和
さ
れ
た
も
の
の

緊
迫
し
た
社
会
情
勢
が
続
く
中
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
な
ど
多
様
性
に
対

応
し
た
行
財
政
を
執
行
し
て
い
く
に
あ
た
り
、
将
来
に
向
け
た

持
続
可
能
な
発
展
の
た
め
、
社
会
環
境
の
変
化
に
柔
軟
に
対
応

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
第
２
次
総
合
計
画
の
実
現
に
向
け
、

災
害
に
強
い
生
活
基
盤
整
備
や
、
本
市
の
特
性
と
強
み
を
生
か

し
た
成
長
戦
略
を
構
築
し
て
い
く
中
で
、
高
度
情
報
化
社
会
を

見
据
え
た
魅
力
的
な
、
次
世
代
に
誇
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
、
効
果
的
な
情
報
発
信
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
活
用
す
る
な
ど
、
各

種
施
策
を
強
力
に
推
進
さ
れ
る
よ
う
努
め
ら
れ
た
い
。

　
一
方
、
効
率
性
や
透
明
性
を
さ
ら
に
高
め
る
う
え
で
、
左
記

の
事
項
に
つ
い
て
善
処
さ
れ
た
い
。

①
経
常
収
支
比
率
が
4.9
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

さ
ら
な
る
経
費
節
減
を
念
頭
に
、
事
業
を
計
画
的
か
つ
効
率
的

に
執
行
す
る
こ
と
を
心
掛
け
、
特
に
適
切
・
適
正
な
予
算
執
行
・

事
務
処
理
及
び
進
行
管
理
に
留
意
さ
れ
た
い
。

②
市
税
等
の
収
納
事
務
に
つ
い
て
税
・
使
用
料
等
の
徴
税
率
が

３
年
間
継
続
し
て
前
年
比
を
上
回
る
な
ど
顕
著
な
成
果
が
見
ら

れ
る
。
今
後
も
「
市
民
の
公
平
性
と
財
源
の
確
保
」
を
意
識
し
、

誠
実
な
対
応
及
び
厳
正
な
滞
納
処
分
を
実
施
し
、
併
せ
て
不
納

欠
損
処
理
に
は
慎
重
か
つ
適
正
な
取
り
扱
い
を
さ
れ
た
い
。

③
市
の
特
性
や
魅
力
・
イ
ベ
ン
ト
等
を
効
果
的
・
積
極
的
に
情

報
発
信
す
る
こ
と
で
市
内
外
へ
ア
ピ
ー
ル
し
、
更
な
る
認
知
度

向
上
に
努
め
、
交
流
人
口
や
定
住
人
口
の
増
加
に
つ
な
げ
ら
れ

た
い
。

④
近
年
の
災
害
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
対
応

業
務
が
続
い
て
い
る
た
め
、
職
員
の
健
康
管
理
に
は
十
分
配
慮

さ
れ
た
い
。

決
算
審
査
意
見
監
査
委
員
の
意
見
書
を

要
約
抜
粋
し
て
い
ま
す
。

令和４年度決算のその他の内容は「広報も
とみや 10 月号」にも掲載されております。

主な財政分析指標

項目 令和 4 年度 令和 3 年度 備考

財政力指数
［財政力］ 0.65 0.66 1 に近いほど財政力が強い

経常収支比率
［弾力性］ 92.6% 87.7％ 低いほど弾力性がある

75 〜 80％が妥当
実質公債費比率
［借金割合］ 5.2％ 5.7％ 18％未満が適正

将来負担比率
［財政圧迫度］ 58.4％ 60.0％ 早期健全化基準（350％）

9/5
9/22
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〇 義務的経費…自治体が活動する上で減らせないもの。［経
常的にかかる経費等］

　① 人件費（職員や市長・議員などの給与）②扶助費（児
童 ･ 高齢者 ･ 生活困窮者等に対する支援金）③公債費

（借金返済のための費用）
〇投資的経費…建物や道路の整備に使う経費
　①普通建設事業費…土木・教育などの建設にかかる経費
　②災害復旧事業費…被災したものを復旧する経費
〇その他の経費
　①積立金…基金に積み立てられる経費

◯ 地方税…住民と企業が直接市に納めている税金。景気の
良し悪しや人口の増減に大きく左右される。

◯地方贈与税…国が地方に分配することを決めている税金
◯ 地方消費税交付金…消費税 10％のうち 2.2％が地方消

費税として都道府県の収入になり、そのうちの半分が消
費税交付金として市区町村に交付される。

◯ 地方交付税…自治体の財政力に応じて、国から配分され
る税金。

◯ 国庫支出金・県支出金…国・県から配分されるお金。使
い道に制限があり、自由度はない。

◯ 諸収入…他の収入科目に含まれない収入。
◯ 地方債（市債）…借金による収入。

令和 4 年度本宮市一般会計の決算認定について、次
のように提案理由が述べられました。（要約抜粋）
　令和４年度は予算編成方針に基づき、第 2 次総合
計画に掲げる施策の基本目標達成に向けた各分野に
おける施策を進めるとともに、新型コロナ対策およ
び物価高騰対策等を最優先に取り組んだ。また、本
宮市財政運営計画に基づき、重点事業の計画的な実
施による財政運営と将来負担の軽減に配慮しながら
財政の健全化を堅持した。

※　端数処理をしています。

民生費（29.１％）

51億2,617万円

土木費（15.5％）

27億4,230万円

教育費（13.6％）

23億9,127万円

総務費（12.7.％）

22億4,654万円

衛生費（8.6％）

15億1,310万円

公債費（6.3％）

11億1,412 万円

災害復旧費（4.6％）

8億1,172万円

消防費（3.8％）

6億6,628万円

商工費（2.7％）

4億8,359万円

農林水産業費（2％）

3億4,394万円

議会費、労働費（1.1％）

1億9,360万円

歳出決算

176億3,263万円
歳入決算

192億273万円

市税（24.7％）

47億4,057万円

自主財源

43％

繰越金（4.6％）

8億9,012万円

地方交付税（16.8％）

32億2,216万円

国庫支出金（14.3％）

27億4,070万円

県支出金（9.1％）

17億4,174万円

地方消費税交付金

（4.3％）

8億2,751万円

市債（10.6％）

20億4,030万円

その他（1.9％）

3億6,484万円

使用料及び手数料（1.3％）

寄附金（1.2％）

諸収入（1.2％）

その他（0.2％）

7億5,524万円

繰入金（9.8％）

18億7,955万円

依存財源

57％

歳入・歳出の内訳

投資・出資金・貸付金
1億 3,599 万円

0.8％

人件費
25 億 8,698 万円

14.6％

普通建設事業費
33 億 4,256 万円

19.0％

物件費
31 億 9,470 万円

18.1％

補助費等
24 億 1,262 万円

13.7％

繰出金
11 億 249 万円

6.3％

積立金
8億 8,849 万円

5.0％

維持補修費
2億 839 万円
1.2％

災害復旧事業費
8億 1,171 万円

4.6％

扶助費
18 億 3,457 万円

10.4％

公債費
11 億 1,413 万円

6.3％

性質別経費の総額
176 億 3,263 万円

歳出の性質

歳入の種類について
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総
務
費

問 

圏
域
間
バ
ス
の
運
行
に
つ
い
て
、
利
用
者
に
対
し
て
こ
の

補
助
金
額
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
。

答 
当
初
の
予
想
よ
り
少
な
い
利
用
者
数
で
あ
る
こ
と
は
課
題
。

10
月
か
ら
の
地
域
公
共
交
通
と
の
接
続
性
を
Ｐ
Ｒ
し
な
が
ら

利
用
者
数
を
伸
ば
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
。

問 

圏
域
間
で
の
負
担
金
の
割
振
り
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答 

フ
ェ
ス
タ
～
本
宮
駅
の
区
間
は
延
伸
運
行
で
あ
り
、
自
治

体
負
担
を
前
提
と
し
て
い
る
た
め
、欠
損
分
を
負
担
し
て
い
る
。

民
生
費

問 

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業
の
新
規
相
談
受
付
件
数
が

減
っ
て
い
る
が
理
由
は
。

答 

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
貸
付
事
業
の
受
付
を
９
月
に
終
了
し

た
こ
と
が
主
要
因
と
捉
え
て
い
る
。

問 

訪
問
介
護
員
派
遣
事
業
は
要
介
護
に
な
ら
な
い
支
援
と
思

う
が
利
用
者
の
経
過
は
。

答 

２
人
利
用
し
て
い
る
が
当
初
の
状
況
を
保
っ
た
ま
ま
生
活

し
て
い
る
。

衛
生
費

問 

予
防
費
の
不
用
額
が
１
億
円
を
超
え
て
い
る
の
は
な
ぜ
か
。

答 

令
和
４
年
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
の
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
予
防
接

種
が
始
ま
っ
た
が
、
接
種
率
が
上
が
ら
ず
不
用
額
が
大
き
く

な
っ
た
。

問 

が
ん
検
診
の
受
診
率
に
つ
い
て
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

答 

昨
年
と
比
較
し
全
体
で
３
％
向
上
し
て
い
る
。
国
が
示
す

目
標
数
値
の
達
成
に
向
け
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
。

農
林
水
産
業
費

問 

グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
地
域
推
進
事
業
に
つ
い
て
、
市

内
の
農
家
と
首
都
圏
の
大
学
生
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
目
的

で
事
業
が
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

答 

首
都
圏
の
大
学
生
が
本
宮
に
来
て
体
験
し
た
本
市
の
良
さ

を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を
通
じ
て
発
信
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

問 

人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
取
組
状
況
は
。

答 

今
年
度
か
ら
「
地
域
計
画
」
へ
変
わ
り
、
令
和
６
年
度
ま

で
に
す
べ
て
の
地
区
で
計
画
を
作
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

補
助
の
要
件
に
な
っ
て
い
る
場
合
も
あ
り
、
こ
れ
か
ら
取
り

組
ん
で
い
く
。

商
工
費

問 

創
業
者
支
援
事
業
に
つ
い
て
新
事
業
は
な
か
っ
た
か
。

答 

創
業
者
空
き
店
舗
活
用
支
援
事
業
で
２
件
の
補
助
金
を
交

付
し
て
い
る
。

問 

観
光
物
産
協
会
へ
の
補
助
金
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
祭

り
の
来
場
者
数
の
今
後
の
見
通
し
は
。

答 
昨
年
度
は
コ
ロ
ナ
に
よ
り
集
客
が
少
な
か
っ
た
。
今
後
楽

し
ん
で
も
ら
え
る
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
集
客
し
て
い
き
た
い
。

土
木
費

問 

生
け
が
き
設
置
補
助
金
に
つ
い
て
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
を
推

進
す
る
緑
化
事
業
と
し
て
い
る
が
、
実
績
１
件
を
ど
う
捉
え

て
い
る
か
。

答 

例
年
少
な
い
状
況
。
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
取
り
壊
し
に
要
す
る

経
費
に
も
補
助
を
出
せ
る
よ
う
に
し
た
。
活
用
し
て
も
ら
え
る

よ
う
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
。

問 

空
家
対
策
事
業
に
つ
い
て
、
実
態
調
査
の
今
後
の
調
査

予
定
は
。

答 

空
き
家
の
把
握
に
努
め
、計
画・施
策
に
反
映
さ
せ
て
い
く
。

消
防
費

問 

防
災
士
資
格
取
得
補
助
に
つ
い
て
、
今
ま
で
何
名
取
得
し

た
か
。
今
後
の
活
用
は
。

答 

令
和
５
年
８
月
末
で
68
名
が
取
得
し
て
い
る
。
ゆ
く
ゆ
く

は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
し
た
い
が
、
ま
ず
は
、
地
域
の
自

主
防
災
の
中
で
主
体
と
な
っ
て
地
域
防
災
力
の
向
上
に
努
め

て
ほ
し
い
。

問 

防
災
気
象
情
報
の
委
託
料
は
今
後
継
続
し
て
発
生
す
る

の
か
。

答 

市
内
７
か
所
に
市
独
自
の
気
象
計
を
設
置
し
た
も
の
で
、

リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
情
報
を
取
得
し
発
信
し
て
い
る
。
そ
の
た
め

の
費
用
は
今
後
も
発
生
し
て
い
く
。

教
育
費

問 

学
校
給
食
の
放
射
性
物
質
検
査
に
実
施
義
務
が
あ
る
か
。

ま
た
今
後
も
継
続
す
る
の
か
。

答 

義
務
で
は
な
い
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
の
話
し
合
い
の
中
で
、
少
数

で
は
あ
る
が
、
安
全
と
安
心
は
異
な
る
た
め
続
け
る
べ
き
と
の

声
が
あ
り
、
今
年
度
は
実
施
し
て
い
る
。
今
後
は
状
況
を
見

な
が
ら
進
め
て
い
く
。

問 

部
活
動
支
援
員
の
雇
用
形
態
は
。
今
後
県
支
出
金
を
活
用

し
て
配
置
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

答 

会
計
年
度
任
用
職
員
と
し
て
時
給
１
６
０
０
円
で
雇
用
し

て
い
る
。
現
在
は
支
援
員
報
酬
の
３
分
の
２
が
県
支
出
金
と

し
て
補
助
さ
れ
る
が
、
今
後
も
制
限
な
く
補
助
さ
れ
る
か
は

回
答
が
な
い
。

問 

現
在
小
中
学
校
で
使
用
し
て
い
る
教
材
に
つ
い
て
全
額
補

助
す
る
考
え
は
な
い
か
。

答 

共
通
で
使
う
教
材
は
全
額
補
助
し
て
い
る
。
各
校
が
独
自

で
使
う
教
材
に
つ
い
て
は
、
各
家
庭
に
負
担
し
て
も
ら
う
。

決算審査質疑ピックアップ
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市
長
へ
の
総
括
質
疑

今
後
の
市
民
活
動
や
都
市
国
際
交
流
に
対
す
る
考
え
は

公
共
施
設
の
借
地
の
買
い
上
げ
は

菊
田
広
嗣
委
員
（
誠
和
会
）

　

東
西
ア
ク
セ
ス
ロ
ー
ド
、
本
宮
駅
西
口
広
場
が
完
成
し
、
み
ず
い
ろ
公
園
の
イ
ベ

ン
ト
広
場
や
恵
向
公
園
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
等
、
都
市
機
能
の
整
備
充
実
が
図
ら
れ
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
２
類
か
ら
５
類
へ
引
下
げ
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

行
政
と
市
民
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
む
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
、
さ
ら
に
は
希
薄
に

な
っ
た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
構
築
の
推
進
等
を
進
め
る
タ
イ
ミ
ン
グ
が
来
た
と

考
え
る
が
、
市
民
活
動
や
都
市
国
際
交
流
に
つ
い
て
今
回
の
決
算
、
今
後
に
対
す
る

市
長
の
考
え
を
伺
う
。

渡
辺
秀
雄
委
員
（
創
成
会
）

　

決
算
状
況
を
見
る
と
、
農
業
施
設
か
ら
教
育
施
設
ま
で
多
岐
に
渡
り
土
地
の
借
り

上
げ
料
が
あ
る
が
、
借
地
の
上
に
公
共
施
設
が
あ
り
、
半
永
久
的
に
使
う
土
地
で
あ

れ
ば
市
が
買
い
上
げ
て
い
く
べ
き
と
思
う
。
ま
た
、
土
地
価
格
に
は
変
動
が
あ
り
、

近
隣
の
賃
貸
借
価
格
と
の
差
が
出
て
き
て
い
る
。
そ
の
よ
う
に
借
り
上
げ
て
い
る
土

地
の
買
い
上
げ
に
つ
い
て
の
市
の
考
え
を
伺
う
。

高
松
義
行
市
長

　

コ
ロ
ナ
禍
の
３
年
間
で
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
縮
小
傾
向
に
あ
り
、
よ
う
や
く
少

し
ず
つ
戻
り
始
め
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
以
前
を
踏
襲
す
る
の
で
は
な
く
、
今
の
状
況
に

合
わ
せ
て
工
夫
し
手
法
を
変
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
が
で
き
て
こ
そ
、

市
民
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
、
地
域
づ
く
り
が
で
き
て
く
る
と
考
え
て
い
る
。
地
域

を
再
度
し
っ
か
り
と
固
め
て
い
き
な
が
ら
、
お
互
い
の
情
報
交
換
が
で
き
る
よ
う
な

形
を
再
構
築
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
近
隣
自
治
体
と
比
較
ば
か
り
せ
ず
、
も
っ
と
広
い
視
野
で
先
進
的
な
事
業
や
取
り

組
み
を
す
る
自
治
体
等
か
ら
学
び
な
が
ら
、
本
宮
と
し
て
の
事
業
に
取
り
組
み
、
震

災
以
降
の
12
年
半
か
ら
抜
け
出
し
て
い
き
た
い
。
そ
の
た
め
に
、
職
員
が
積
極
的
に

先
進
地
へ
出
て
い
き
、
知
識
と
見
聞
を
広
げ
、
自
分
た
ち
の
仕
事
に
誇
り
と
自
信
を

も
っ
た
形
で
進
め
ら
れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

高
松
義
行
市
長

　
本
宮
運
動
公
園
の
件
に
つ
い
て
は
、
相
続
等
も
完
了
し
買
い
上
げ
に
向
け
て
資
金

面
の
準
備
も
含
め
、
し
っ
か
り
と
進
め
て
い
る
。
基
本
と
し
て
、
土
地
は
借
り
る
の

で
は
な
く
、
買
い
上
げ
を
し
て
い
く
。
ま
た
、
借
地
上
に
建
物
を
建
て
る
と
い
う
こ

と
は
や
っ
て
は
い
け
な
い
こ
と
だ
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
他
の
借
地
に
つ
い
て
、
売

買
に
応
じ
て
も
ら
え
る
方
か
ら
は
買
い
上
げ
し
、
そ
う
で
な
い
方
に
は
賃
借
料
に
つ

い
て
の
交
渉
を
適
時
適
切
に
し
な
く
て
は
い
け
な
い
と
考
え
て
い
る
。

Question

総括質疑とは
　会議の案件について一括
して質疑をする方法です。
　これに対し、一問ずつ答
えを聞いていくのが一問一
答です。

　本宮市では、予算および
決算審査特別委員会の最終
日に、委員（構成議員）が
市長に対し予算や決算の全
体を通した質疑をまとめて
行い、市の見解や方向性を
確認する機会を設けていま
す。

◯総括質疑

市

議員

まとめて質疑

まとめて答弁
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一般会計補正予算（第4号）（第5号） 合計 約12億5,718万円の増歳入
歳出 可決可決

その他の補正予算 主な内容 補正額

歳
　
出

ふるさともとみや応援基金積立金 2 億 9,887 万円

ふるさと納税返礼品事業に係る経費 1 億 2,477 万円

教育施設等整備事業基金積立金 1 億 1,461 万円

各種償還金利子及び割引料 5,871 万円

旧第 3 保育所解体工事 4,541 万円

用悪水路改良工事等 3,560 万円

子ども子育て給付金 2,651 万円

農業用排水路改修工事等 1,920 万円
物価高騰対応住民税非課税世帯等
臨時対策費 1,481 万円

たかぎ保育所駐車場整備工事 1,250 万円

放射能対策関連工事 1,200 万円

収蔵資料 DB システム構築委託料等 616 万円

紙ファイル購入費（消耗品費） 330 万円

教材用備品 236 万円

友好都市協定締結 10 周年記念品購入費 206 万円

市営バス代替交通サービス運行委託料 139 万円

歳
　
入

繰越金 3 憶 2,424 万円

寄附金（ふるさと納税分） 2 億 5,000 万円

市債 1 億 7,130 万円

地方交付税 1 億 4,723 万円

基金繰入金 2 億 1,792 万円

市税 7,800 万円

県支出金 3,575 万円
　　※　端数処理をしています。

一般会計総額　161 億 4,529 万円

ふるさと納税にかかる補正

一般会計補正予算の内容の一部をご紹介いたします。

備品購入費の主な内容

工事請負費の主な内容

①スタインウェイ＆サンズのピアノ購入　約994万円
　 　改修中の白沢公民館の大ホールで使用するため、世界的ピ

アノメーカーであるスタインウェイ＆サンズのアップライト
ピアノを購入します。
②ふれあい文化ホール新常設展示美術品の購入
　約3,740万円
　 　ふれあい文化ホールのリニューアルに合わせ、常設展示美

術品として新たに英国自動人形を購入します。
③水素燃料電池自動車の購入　約3,170万円
　 　ゼロカーボン推進のため、市長車・副市長車・議長車とし

て水素燃料電池自動車を購入します。

①しらさわグリーンパーク野球場改修工事
　約１億263万円
　�　しらさわグリーンパーク野球場の老朽化部分の修繕、トイ

レの洋式化や室内照明のＬＥＤ化などを行います。工事期間
は令和 5 年 11 月から令和 6 年 3 月までの予定で、令和 6
年度からのオープンに向けて工事されます。

②みずいろ公園東西トイレ改修工事・運動公園散策路
　改修工事　約5,788万円
　 　みずいろ公園のトイレを洋式化するとともに、老朽化が進ん

でいた室内を改修し、多様な方が使いやすいトイレにします。
　 　本宮運動公園の散策路等の環境整備を行うとともに、「みん

なの原っぱランニングコース」との接続性を高めて、一体的な
利用ができるようにします。
③道路維持補修工事・諸修繕工事　約1億1,560万円
　 　市道富士内線、小田部・八幡線、荒井線など７路線を主と

する道路維持工事および諸修繕工事を実施します。

　本市のふるさと納税の好調により、返礼品事業に係る経費
の不足が見込まれることから、追加議案として補正予算が提
出されました。
　ふるさと納税は本宮市ふるさともとみや応援基金に積立て
られ、寄附金の使途の指定に応じた市政に関する事業や、も
とみや創生のまちづくりに寄与すると認められる事業の経費
として活用されます。今後返礼品の拡充などを予定している
ほか、10 月からの酒税法改正に伴いビールの寄附金額を低く
設定できるため、これからも寄附件数の増加が見込まれます。

子育て ･ 教育　　　 約 42％
社会福祉　　　　　 約   9％
市長におまかせ　　 約 49％

使い道別寄附割合

R5分

R4分

2 億 5,000 万円

基金積立金
2 億 9,887 万円

ふるさと納税返礼
品事業に係る経費

第 5 号補正
2 億 5,000 万円

これからのふる
さと納税額を見
込み増額

第 5 号補正
2 億 5,000 万円

第 4 号補正
4,887 万円

第 5 号補正
1億 2,477 万円

歳入 歳出

議案PICKUP
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Checkpoint

本宮市篤志奨学資金

本宮市未来担い手奨学基金

制度拡充のポイント

　本宮市の修学に意欲と能力を有する学生に対し、より利用しやすい奨学金とするため、既存の遠藤輝雄奨学基金を廃止し、新た
に本宮市未来担い手奨学基金を設置いたします。

　令和 5 年 6 月定例会で可決された、一般会計補正予算（第 3 号）の中の定住促進費（も
とみや定住促進事業）として認められたゲストハウス整備に向けた古民家の取得費（約 3,928
万円）ですが、今定例会で財産の取得についての議案が提出されました。対象物件は和田字
暮々内および作田地内の土地と建物です。今回取得するのは、土地６筆と建物 1 棟で、今後
準備が整い次第、建物の裏山、倉庫の底地等の取得を進めていきます。

本宮市未来担い手奨学基金条例制定について

財産の取得について（ゲストハウス）

議案第 64号

議案第 67号

①所得基準の廃止
貸与型の応募要件に所得
制限を設けない

②併用可
他の団体等が実施す
る奨学金制度との併
用に制限を設けない

③返還支援
卒業後、市内に居住し
就職した場合、奨学金
の返還を支援する

④海外留学を支援
海外留学に係る経費を
支援する

貸 与 型 貸与
年数 貸与月額 貸与総額 月賦額 返還回数

［年数］

大学

国公立 4 年 45,000 円 216 万円 18,000 円 120 回（10 年）

私　立 4 年 50,000 円 240 万円 20,000 円 120 回（10 年）

海外留学 4 年 50,000 円 240 万円 20,000 円 120 回（10 年）

短期大学
国公立 2 年 45,000 円 108 万円 14,400 円 75 回（6 年 3 月）

私　立 2 年 50,000 円 120 万円 16,000 円 75 回（6 年 3 月）

専修学校(専門課程) 2 年 50,000 円 120 万円 16,000 円 75 回（6 年 3 月）

高等専門学校 5 年 18,000 円 108 万円 14,400 円 75 回（6 年 3 月）

※ 貸与年数は学校の正規の修業期間とする。 ※返還に係る利子は無利子

給 付 型 給付
年数 給 付 額 備考

大学・短大・大学院 修業
期間 10,000 円 / 月 給付期間は学校の正規の修業期間

海外留学激励金
短　期 1 回 20 万円 プログラム参加（中高生）

長　期 1 回 20 万円 渡航準備資金

対象者
　　 卒業後、市内に居住し就職

した者
対象奨学金
　　未来担い手奨学金
支援の内容
　　返還する額の 3/4 を支援

（例）私立 4 年大学の場合
通
常
返
還

支
援
要
件
に
該
当

月 20,000 円× 120月
� ＝ 240万円

月 5,000 円× 120月
� ＝ 60万円

月 15,000 円× 120月
� ＝ 180万円
※ 3/4 は市が支援する

返還額が 1/4 に !!

◀︎▲室内は綺麗にリフォームされている

　ゲストハウスは、市が移住
定住を促進するため、市の良
さを知ってもらうことや田舎
ぐらしのお試し住宅としての
活用をするために準備してい
るものです。

　議会だより第 75 号では、
一般会計補正（第 3 号）の
内容が掲載されておりますの
で、あわせてご覧ください。

撮影場所：みずいろ公園

目　次

もとみやもとみや

議会だより議会だより
第75号
令和 5年 7月発行
４月臨時会
６月定例会

・６月定例会 /４月臨時会 “議案 TOPIC”･･････P2・６月定例会 /４月臨時会 “議案 TOPIC”･･････P2
・議決結果一覧 ････････････････････････････P5・議決結果一覧 ････････････････････････････P5
・常任委員会審査報告 ･･････････････････････P6・常任委員会審査報告 ･･････････････････････P6
・表彰議員の紹介、勇退議員の紹介 ･･････････P7・表彰議員の紹介、勇退議員の紹介 ･･････････P7
・一般質問 ････････････････････････････････P8・一般質問 ････････････････････････････････P8
・政務活動費報告･････････････････････････P13・政務活動費報告･････････････････････････P13

滝のウラからパシャリ！滝のウラからパシャリ！

本宮市議会HP

ぜひご覧ください！
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常任委員会審査

　

ま
た
、
令
和
６
年
２
月
の
オ
ー

プ
ン
を
目
指
し
、
運
営
体
制
や
体

験
プ
ラ
ン
の
検
討
を
行
っ
て
い
く
。

　
し
ら
さ
わ
グ
リ
ー
ン
パ
ー

ク
野
球
場
改
修
工
事
に
係
る
経
費

を
補
正
す
る
。

　
改
修
に
伴
う
施
設
の
将
来
的

な
展
望
は
。

　
長
寿
命
化
改
修
を
実
施
す
る

中
で
、
よ
り
快
適
な
施
設
に
改
修

し
、
多
く
の
方
が
利
用
し
た
く
な

る
施
設
を
目
指
し
た
い
。 

し
ら
さ
わ
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
野
球

場
、
白
沢
公
民
館
・
カ
ル
チ
ャ
ー

セ
ン
タ
ー
、
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
の
現

地
調
査
を
実
施
し
た
。

　総務文教常任委員会には、本宮市未来担い手奨学基金条例制定についてのほ
か、議案４件が付託されました。主な審議内容は、次のとおりです。

　生活福祉常任委員会には、令和５年度本宮市一般会計補正予算（第４号）
のほか議案３件が付託されました。主な審議内容は、次のとおりです。

本
宮
市
未
来
担
い
手

奨
学
基
金
条
例
制
定

一
般
会
計
補
正
予
算

一
般
会
計
補
正
予
算

現
地
調
査

本
宮
市
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

　
奨
学
金
制
度
の
拡
充
を

図
る
た
め
、
現
在
の
遠
藤
輝
雄

奨
学
基
金
条
例
を
廃
止
し
、
貸

与
型
奨
学
金
と
し
て
、
新
た
に

本
宮
市
未
来
担
い
手
奨
学
金
を

設
け
る
た
め
条
例
を
制
定
す
る

も
の
。

　
成
績
要
件
は
あ
る
の
か
。

ま
た
、
応
募
者
多
数
の
場
合
は
。

　
成
績
要
件
は
、
５
段
階
評

価
で
平
均
３
．
５
以
上
と
定
め

て
い
る
。
募
集
定
員
10
名
程
度

を
想
定
し
て
い
る
が
、
応
募
者

多
数
の
場
合
は
、
世
帯
所
得
の

少
な
い
順
に
支
援
を
行
う
。

　
移
住
、
定
住
を
促
進
す

る
た
め
、
お
試
し
体
験
住
宅
お
よ

び
交
流
施
設
と
し
て
活
用
す
る
古

民
家
物
件
を
取
得
す
る
も
の
。

　
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
の
整
備
方

針
と
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

　
田
舎
暮
ら
し
を
コ
ン
セ
プ

ト
と
し
、
景
観
を
重
視
し
た
環

境
整
備
を
進
め
る
。

　
紙
製
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
の

作
成
に
係
る
経
費
を
補
正
す
る
。

　
紙
製
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
の
啓

発
用
途
及
び
庁
内
の
プ
ラ
製
フ
ァ

イ
ル
を
一
斉
更
新
す
る
意
図
は
。

　
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
を

宣
言
す
る
本
市
は
、
紙
製
フ
ァ

イ
ル
へ
一
斉
更
新
を
行
う
こ
と

で
市
民
や
事
業
所
へ
具
体
性

の
あ
る
発
信
を
行
い
、
全
庁
に

お
け
る
各
種
会
議
や
イ
ベ
ン
ト
、

教
育
現
場
で
の
利
用
を
通
じ
て
、

紙
製
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
を
配
布

し
な
が
ら
脱
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の

意
識
啓
発
と
協
力
の
呼
び
か
け

に
活
用
す
る
。

　
物
価
高
騰
対
応
住
民
税

非
課
税
世
帯
緊
急
給
付
金
に
係

る
経
費
を
補
正
す
る
。

　
今
回
の
給
付
金
は
燃
料
費

対
策
を
含
め
て
い
る
か
。
ま
た
、
冬

季
燃
料
費
対
策
の
今
後
の
予
定
は
。

　

今
回
の
給
付
金
に
つ
い

て
は
、
燃
料
費
を
含
ん
で
お
り
、

現
在
支
給
し
て
い
る
エ
ネ
ル
ギ

ー
・
食
料
品
高
騰
対
策
に
追
加

の
形
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
今

後
の
国
・
県
の
給
付
金
情
報
は

今
の
と
こ
ろ
得
て
い
な
い
。

　
在
宅
酸
素
療
法
用
酸
素

濃
縮
装
置
の
賃
借
に
係
る
経
費

を
補
正
す
る
。

　
白
岩
診
療
所
で
の
在
宅
酸

素
療
法
の
利
用
増
と
な
っ
た
背

景
は
。

　
医
療
機
関
へ
の
入
院
で
は

な
く
、
在
宅
看
取
り
を
希
望
す

る
方
が
増
え
た
た
め
。

▲ゲストハウス室内を調査

▲ゼロカーボンへ向けての取り組み

総務文教総務文教
常任委員会常任委員会

生活福祉生活福祉
常任委員会常任委員会

ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
整
備
に
向

け
た
財
産
の
取
得
に
つ
い
て
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公
園
維
持
管
理
事
業
に
か

か
る
経
費
を
補
正
す
る
。

　
修
繕
料
の
補
正
内
容
は
。

　
当
初
予
算
に
お
い
て
、
各
種

公
園
の
修
繕
料
を
計
上
し
て
い
る

が
、
み
ず
い
ろ
公
園
の
転
落
防
止
柵

の
修
繕
や
、
本
宮
運
動
公
園
の
シ
ャ

ワ
ー
修
繕
及
び
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
換

え
な
ど
を
行
い
、
予
算
に
不
足
が
生

じ
る
た
め
計
上
す
る
も
の
。

　
み
ず
い
ろ
公
園
東
西
ト
イ
レ
改

修
工
事
箇
所
及
び
、
水
道
資
材
倉

庫
建
築
工
事
箇
所
並
び
に
、
白
岩

字
塩
ノ
崎
地
内
排
水
路
改
良
工
事

箇
所
の
現
地
調
査
を
実
施
し
た
。

　産業建設常任委員会には、令和５年度本宮市一般会計補正予算（第４号）
のほか議案 5 件が付託されました。主な審議内容は、次のとおりです。

一
般
会
計
補
正
予
算

現
地
調
査

　
県
オ
リ
ジ
ナ
ル
酒
米
産

地
力
強
化
支
援
事
業
に
か
か
る

経
費
を
補
正
す
る
。

　
酒
米
「
福
乃
香
」
の
販
路

は
。　

「
福
乃
香
」
は
、
若
手

農
業
団
が
生
産
を
行
っ
て
お

り
、
今
年
度
は
昨
年
の
倍
で
あ

る
80
ア
ー
ル
を
作
付
け
し
て
い

る
。
収
穫
し
た
酒
米
に
つ
い
て

は
、
若
手
農
業
団
に
よ
る
純
米

吟
醸
酒
「
な
な
い
ろ
」
の
製
造

の
た
め
、
大
天
狗
酒
造
へ
販
売

す
る
ほ
か
、
Ｊ
Ａ
へ
の
販
売
を

予
定
し
て
い
る
。

　
酒
米
の
作
付
け
拡
大
に
つ

い
て
は
。

　

若
手
農
業
団
で
の
作
付
け

状
況
を
分
析
し
な
が
ら
、
将
来

的
に
農
家
の
収
入
増
加
に
つ
な

が
る
か
調
査
研
究
を
し
て
い
く
。

▲水道資材倉庫建築工事箇所

▶ 

純
米
吟
醸
酒
「
な
な
い
ろ
」
ラ
ベ
ル
を

新
し
く
す
る
補
正
予
算
も
計
上
さ
れ
た
。

産業建設産業建設
常任委員会常任委員会

ペーパーレス議会を開催
　９月定例会では、タブレットを使用したペーパーレス議会に初めて取り組みました。
　これは、市のゼロカーボンへ向けた取り組みとＤＸ推進の観点から行われたもので、紙資料がデータに
置き換えられたことにより、紙の消費をおさえ CO2 の削減を期待できます。

　ペーパーレス議会開催に向け、タブレット操作や議
案等を閲覧するシステムの操作方法の研修会を実施し
ました。データを電子化することで、より効率的な議
会運営を推進していきます。

タブレット操作等の研修会

▲研修会の様子

◀︎ 

議
会
の
様
子
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討論一覧

議案第 78 号 本宮市一般会計補正予算（第４号）

討　論

会 派 名 誠和会 新風会 創成会 公 共 無所属

� 議員名

議案

石
橋
今
朝
夫

菊
田　
広
嗣

磯
松　
俊
彦

玉
川　
　
実

渡
辺　
富
幸

後
藤　
友
誉

橋
本　
善
壽

三
瓶　
裕
司

斎
藤　
雅
彦

根
本　
利
信

田
中
美
代
子

国
分　
秀
好

渡
辺　
秀
雄

菅
野　
健
治

三
瓶　
幹
夫

馬
場　
亨
守

川
名　
順
子

渡
辺　
忠
夫

伊
藤　
隆
一

作
田　
　
博

議案第 78号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ 〇 ○ 〇 〇 ○ ○ ● ○ ○

下記以外の議案等は全会一致で可決されています。9月定例会賛否一覧

討論とは

○は賛成 ●は反対 欠は欠席 議長（橋本善壽）は採決には加わらない
会派名の略称は以下のとおり　公…本宮市議会公明党　共…日本共産党

磯松俊彦 議員 渡辺忠夫 議員

　本議案のうち、総務文教常任委員会に付託さ
れた案件の中で、「庁用車に係る水素自動車購
入の補正増」については、来年春に本市内で水
素ステーションが稼働することにあわせて、市
長車および副市長車に水素自動車を導入するも
のであり、市が率先して行動することで、本市
のゼロカーボンシティ宣言における温室効果ガ
ス排出削減に向けたより一層の取り組みにつな
がるため、購入すべきであると考える。
　また、「英国自動人形等美術品の購入に係
る補正増」については、ふれあい文化ホール
改修後に、美術工芸品の展示施設として稼働
することに伴い、企画展での集客実績のある
英国自動人形を購入することで、目玉となる
展示物として、市民のみならず、市外・県外
からのより一層の集客効果が期待でき、交流
人口の増加に期待できるため、購入すべきで
あると考え、議案に賛成する。

　１つ目に総務費の備品購入費の庁用車（水素
燃料電池自動車）の購入について、2050 年
CO2排出ゼロ、ゼロカーボンを表明する自治
体は増えているが、その取り組みは緒に就いた
ばかりである。利用技術などが実現していない
水素電気の庁用車購入をやめるべき。また、電
気自動車の充電所を本庁のすぐ前に作っておい
て理にかなわない。まして、特定事業所の広告
塔になることはすべきではない。自治体として
今やるべきことは、早急に地球温暖化対策推進
計画を策定して、住民と共に実践の先頭に立つ
よう責任をもって取り組みを加速することであ
る。
　２つ目にふれあい文化ホールの常設の展示美
術品の購入について、3,700 万円もする美術
品を今買わなくてはならないのか。市民の目か
ら見れば、ちょっとした道路の補修を頼んでも
お金がないと言われる中で納得ができない。

　議題となっている議案が採決される前に、議員がその議案に対して賛成または反対の立場に
立って意見を演説することを「討論」といいます。議案について反対なら「反対討論」賛成な
ら「賛成討論」となります。討論では自分の意見を表明できることに加え、意見の異なる議員
に自分の意見に同調してもらうよう働きかけることにもなります。反対・賛成の順に討論を行
いますが、賛成討論は反対討論を否定する必要はありません。議案の別の部分が賛成であって
も討論は成立します。

Question

賛 成 反 対
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議決結果一覧

令和 5 年 9 月定例会　議決結果一覧表
市長提出議案 29 件 報告 3 件

議員提出案件

議案番号 議　　案　　名 付託委員会 議決結果

議案第 57 号
から第 59 号 自治功労表彰について 省略 同意

議案第 60 号
から第 63 号 特別功労表彰について 省略 同意

議案第 64 号 本宮市未来担い手奨学基金条例制定について 総務文教 原案可決

議案第 65 号 本宮市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を
改正する条例制定について 総務文教 原案可決

議案第 66 号 本宮市本宮駅東西自由通路等整備基金条例を廃止する条例制定について 産業建設 原案可決

議案第 67 号 財産の取得について 総務文教 原案可決

議案第 68 号 市道路線の認定について 産業建設 原案可決

議案第 69 号 福島県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少及び福島県市町村総
合事務組合規約の一部変更について 総務文教 原案可決

議案第 70 号 令和４年度本宮市一般会計歳入歳出決算認定について 決算審査特別 認定

議案第 71 号 令和４年度本宮市国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について 決算審査特別 認定

議案第 72 号 令和４年度本宮市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について 決算審査特別 認定

議案第 73 号 令和４年度本宮市介護保険特別会計歳入歳出決算認定について 決算審査特別 認定

議案第 74 号 令和４年度本宮市工業用地造成事業特別会計歳入歳出決算認定について 決算審査特別 認定

議案第 75 号 令和４年度本宮市工業用地資産運用事業特別会計歳入歳出決算認定について 決算審査特別 認定

議案第 76 号 令和４年度本宮市水道事業会計決算認定について 決算審査特別 認定

議案第 77 号 令和４年度本宮市公共下水道事業会計決算認定について 決算審査特別 認定

議案第 78 号 令和５年度本宮市一般会計補正予算（第４号） 各常任委員会 原案可決

議案第 79 号 令和５年度本宮市国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 生活福祉 原案可決

議案第 80 号 令和５年度本宮市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 生活福祉 原案可決

議案第 81 号 令和５年度本宮市介護保険特別会計補正予算（第２号） 生活福祉 原案可決

議案第 82 号 令和５年度本宮市工業用地造成事業特別会計補正予算（第１号） 産業建設 原案可決

議案第 83 号 令和５年度本宮市水道事業会計補正予算（第２号） 産業建設 原案可決

議案第 84 号 令和５年度本宮市公共下水道事業会計補正予算（第２号） 産業建設 原案可決

議案第 85 号 令和５年度本宮市一般会計補正予算（第５号） 省略 原案可決

報告第 11 号 令和４年度本宮市継続費精算報告書について - -

報告第 12 号 地方公共団体の財政の健全化に関する法律に基づく令和４年度健全化判断比率及び
資金不足比率について - -

報告第 13 号 令和４年度本宮市公共下水道事業会計継続費精算報告書について - -

議案番号 議　　案　　名 議決結果

- 閉会中継続調査申出書（各常任委員会） 決定
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市
政
を
問
う

市
政
を
問
う

一般質問一般質問

ＱＲコードから各議員の質問の
映像を見ることができます。

　議員が、市政全般のことについて、市に対して考えを聞くのが
一般質問です。皆さんの生活にかかわる内容がきっとあります。

質問議員 質問事項 ページ
磯松 俊彦

（誠和会）
・エアコンに関する何らかの補助は
・幅員が十分でない市道の安全は 13

菊田 広嗣
（誠和会）

・公園の安全確保の考え方は
・消防水利設置の考え方は 13

作田　博
（無所属）

・道の駅の創造について
・グリーンパーク野球場について 14

後藤 友誉
（誠和会）

・空調整備の事業について
・避難所の整備状況に関して 14

玉川　実
（誠和会）

・子育て支援策について
・生産労働人口増の確保、方策は 15

渡辺 富幸
（誠和会）

・買物難民について
・移住・定住促進策について 15

田中 美代子
（新風会）

・地域密着型通所介護運用は
・介護資格取得支援事業は 16

根本 利信
（新風会）

・五百川駅周辺の歩道整備は
・五百川駅駐輪場整備計画は 16

国分 秀好
（新風会）

・デジタル化に向けての取組状況は
・スポーツ施設管理・修繕について 17

石橋 今朝夫
（誠和会）

・支援の取組と条例制定の考えは
・全国学力テストの結果は 17

渡辺 秀雄
（創成会）

・開発エリア定めて進めるべきでは
・ビール園の閉鎖にどう対処する 18

川名 順子
（本宮市議会公明党）

・体育施設にみんなの更衣室設置は
・医療的ケア児の保育・就学支援は 18

渡辺 忠夫
（日本共産党）

・柳の根を抜く補助制度は
・幼稚園給食を実施する考えは 19

Question
一般質問とは
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ＱＲコードから各議員の質問の映像を見ることができます。

▲安達橋（中の橋）から安達太良山を望む

・緊急時対応で医療機関と広域消防の連携状況は
・昭代橋周辺の渋滞対策の方向性は

問問　
市
道
に
お
い
て
見
通
し

の
悪
い
カ
ー
ブ
区
間
に
お
い

て
も
は
み
だ
し
て
い
る
車
が

あ
る
。
原
因
と
し
て
市
道
高

木
和
田
線
の
幅
員
が
狭
い
と

い
う
こ
と
が
あ
る
。
対
策
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
な
も
の
が

あ
る
か
。
イ
ベ
ン
ト
開
催
時

の
高
木
地
区
の
路
上
駐
車
を

ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

答答　
見
通
し
の
悪
い
箇
所
に

つ
い
て
看
板
等
の
設
置
で
進

め
る
。
高
木
和
田
線
の
ド

リ
ー
ム
ラ
イ
ン
側
１
０
０
ｍ

区
間
に
側
溝
設
置
し
外
側
線

を
引
き
歩
行
者
の
安
全
を
確

保
、
来
年
度
以
降
も
施
工
を

予
定
。
イ
ベ
ン
ト
開
催
時
の

安
全
や
駐
車
場
確
保
に
つ
い

て
今
後
対
策
を
と
考
え
る
。

問問　
高
齢
者
や
小
児
は
体
温

調
節
機
能
が
不
十
分
、
持
病

の
あ
る
方
は
熱
中
症
を
発
症

し
や
す
い
。
本
市
居
住
の

方
々
に
お
い
て
、
エ
ア
コ
ン

設
置
と
利
用
の
状
況
に
つ
い

て
調
査
の
実
績
は
あ
る
か
。

今
後
エ
ア
コ
ン
に
関
す
る
何

ら
か
の
補
助
制
度
を
検
討
す

る
方
向
性
か
伺
う
。

答答　

各
世
帯
の
エ
ア
コ
ン

設
置
や
利
用
の
状
況
調
査
は

こ
れ
ま
で
行
っ
た
こ
と
は
な

い
。
内
閣
府
で
行
う
消
費
者

動
向
調
査
で
は
今
年
３
月
末

全
国
の
エ
ア
コ
ン
普
及
率

91
・
５
％
。
エ
ア
コ
ン
の
価

格
は
７
万
円
程
度
か
ら
あ

る
。
エ
ア
コ
ン
の
助
成
に
関

す
る
考
え
は
持
っ
て
い
な

い
。

問
答 エ

ア
コ
ン
に
関
す
る
何
ら
か
の
補
助
は

エ
ア
コ
ン
助
成
に
関
す
る
考
え
は
な
い

磯松 俊彦
( 誠和会 )

その他の質問

問
幅
員
が
十
分
で
な
い
市
道
の
安
全
は

答
見
通
し
の
悪
い
カ
ー
ブ
に
看
板
設
置

・本宮駅西口交通量の変化の把握は
・消防水利の市内の配置分布の状況は

▲公園は多くの児童で賑わう。十分な利用者の安全確保を。

問問　
直
線
距
離
で
測
っ
て
消

防
庁
の
水
利
の
基
準
に
収

ま
っ
て
は
い
る
が
、
途
中
に

建
造
物
や
交
通
量
が
多
い
道

路
を
挟
ん
だ
場
合
、
消
防
活

動
に
支
障
を
来
す
場
合
が
な

い
か
心
配
だ
が
考
え
方
は
。

ま
た
そ
う
い
っ
た
場
所
を
ど

の
よ
う
に
調
べ
て
把
握
し
て

い
る
の
か
。

答答　
設
置
基
準
内
に
水
利
施

設
が
あ
っ
て
も
建
物
や
大
き

な
道
路
で
分
断
さ
れ
て
い
て

多
く
の
ホ
ー
ス
が
必
要
な
場

所
も
あ
る
か
と
思
う
。
必
要

な
箇
所
に
よ
っ
て
は
整
備
し

て
い
き
た
い
が
、
ま
ず
は
設

置
基
準
を
優
先
に
考
え
て
い

る
。
消
防
団
と
情
報
共
有
し

な
が
ら
整
備
し
て
い
く
。

問問　
ス
マ
イ
ル
キ
ッ
ズ
パ
ー

ク
、
み
ず
い
ろ
公
園
と
も
に

市
外
か
ら
も
多
く
の
方
が
来

園
す
る
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
に

な
っ
て
い
る
。
し
か
し
ど
ち

ら
も
駐
車
場
か
ら
道
路
を

渡
っ
て
入
園
す
る
形
に
な
っ

て
い
る
。
道
路
表
示
等
を
含

め
歩
行
者
の
安
全
に
配
慮
し

た
対
策
は
。

答答　
ス
マ
イ
ル
キ
ッ
ズ
パ
ー

ク
は
横
断
歩
道
の
前
後
に

ス
ピ
ー
ド
抑
制
の
も
の
を
設

置
し
て
い
る
が
状
況
を
見
て

不
足
が
あ
れ
ば
対
応
し
て
い

く
。
み
ず
い
ろ
公
園
は
横
断

歩
道
は
難
し
い
が
、
カ
ラ
ー

舗
装
等
で
歩
行
者
通
行
帯
を

明
ら
か
に
し
安
全
確
保
を
図

れ
る
よ
う
し
て
い
き
た
い
。

問
答 公

園
の
安
全
確
保
の
考
え
方
は

安
全
確
保
を
図
れ
る
よ
う
進
め
て
い
く

菊田 広嗣
( 誠和会 )

その他の質問

問
消
防
水
利
設
置
の
考
え
方
は

答
解
消
に
向
け
た
整
備
を
図
っ
て
い
く



14もとみや議会だより第77号

ＱＲコードから各議員の質問の映像を見ることができます。

▲道の駅ふくしま

・誘致企業の現状について
・選挙の投票率の低下に対する策について

問問　
フ
ァ
ウ
ル
ボ
ー
ル
の
危

険
性
を
指
摘
す
る
声
が
高
ま

る
中
で
の
対
応
策
に
つ
い
て

の
投
書
を
い
た
だ
い
た
。
ウ

イ
ン
ド
ウ
ガ
ラ
ス
や
ミ
ラ
ー

を
割
っ
た
り
、
人
に
当
た
っ

た
り
と
い
う
こ
と
が
以
前
か

ら
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
今
後

の
安
全
策
に
つ
い
て
伺
う
。

答答　
フ
ァ
ウ
ル
ボ
ー
ル
の
危

険
回
避
す
る
た
め
の
フ
ェ
ン

ス
の
設
置
を
検
討
し
た
が
相

当
の
金
額
が
か
か
る
の
で
庭

園
内
に
入
ら
な
い
よ
う
に

フ
ェ
ン
ス
を
設
置
し
た
。
今

後
は
制
限
を
か
け
な
が
ら
安

全
確
保
を
図
り
調
査
検
討
を

し
年
次
計
画
で
進
め
て
い
き

た
い
。

問問　
道
の
駅
で
稼
ぐ
を
表
題

と
し
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
し
た
。
そ
の
中
で
経
済
効

果
が
あ
る
か
と
の
問
に
96・

9
％
が
あ
る
、
創
造
に
向
け

て
参
画
し
た
い
か
に
つ
い
て

は
55
％
の
人
が
参
加
し
て
み

た
い
と
の
調
査
結
果
が
出

た
。
市
民
の
関
心
は
高
ま
っ

て
来
て
い
る
。所
見
を
伺
う
。

答答　
調
査
結
果
か
ら
し
て
、

市
民
の
要
望
等
が
高
い
の
か

な
と
真
摯
に
受
け
止
め
た

い
。
道
の
駅
は
民
間
主
体
の

中
で
本
宮
市
の
場
合
は
や
る

べ
き
と
思
っ
て
い
る
。
道
の

駅
が
抱
え
て
い
る
問
題
点
を

あ
か
ら
さ
ま
に
し
な
が
ら
市

民
の
皆
様
か
ら
意
見
を
い
た

だ
き
、
検
討
を
重
ね
る
。

問
答 道

の
駅
の
創
造
に
つ
い
て

今
後
も
検
討
を
重
ね
て
い
く

作田　博
( 無所属 )

その他の質問

問
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
野
球
場
に
つ
い
て

答
利
用
制
限
に
よ
る
安
全
の
確
保
を
図
る

▲熱中症警戒アラートが多く発令された本年度

・避難所の防災機能について

問問　
整
備
状
況
に
関
し
て
避

難
所
と
な
っ
て
い
る
先
で
Ｌ

Ｅ
Ｄ
と
な
っ
て
い
な
い
、
中

に
は
電
球
も
切
れ
て
お
り
交

換
に
ま
で
い
た
っ
て
い
な
い

場
所
も
あ
る
。
電
球
が
切
れ

て
い
る
状
況
で
ス
ポ
ー
ツ
を

さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る

こ
と
を
把
握
は
し
て
い
た

か
。

答答　
物
が
準
備
で
き
な
い
よ

う
な
状
況
の
中
、
ご
不
便
を

お
か
け
し
て
い
る
。
学
校
施

設
に
お
い
て
は
、
補
助
事
業

で
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
整
備
が
す
す
め

ら
れ
る
。
次
年
度
以
降
、
順

次
全
て
の
学
校
に
お
い
て
Ｌ

Ｅ
Ｄ
化
を
進
め
る
。

問問　
国
で
、
ス
ポ
ー
ツ
時
に

お
け
る
熱
中
症
対
策
と
し

て
、
社
会
体
育
施
設
に
お
け

る
空
調
整
備
の
事
業
に
支
援

が
あ
る
が
、
市
と
し
て
は
、

事
業
の
考
え
は
あ
る
か
。

答答　

空
調
以
上
に
断
熱
に

か
か
る
経
費
が
莫
大
と
な
っ

て
し
ま
う
こ
と
か
ら
、
扇
風

機
等
で
の
暑
さ
対
策
を
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

問
答 空

調
整
備
の
事
業
に
つ
い
て

扇
風
機
等
で
暑
さ
対
策

後藤 友誉
( 誠和会 )

その他の質問

問
避
難
所
の
整
備
状
況
に
関
し
て

答
補
助
事
業
で
Ｌ
Ｅ
Ｄ
を
整
備



15 もとみや議会だより第77号

ＱＲコードから各議員の質問の映像を見ることができます。

▲今後の利活用が期待できる白沢地区和田のゲストハウス

・定住により全額給付型になる奨学金制度導入は

問問　
移
住
・
定
住
に
係
る
奨

励
金
等
の
金
額
や
申
請
し
や

す
さ
の
メ
リ
ッ
ト
が
同
じ
で

あ
れ
ば
、
比
較
的
利
便
性
の

高
い
所
に
は
自
然
と
人
は
集

ま
っ
て
く
る
。白
沢
地
区
等
、

比
較
的
利
便
性
の
低
い
と
思

わ
れ
る
地
区
へ
の
奨
励
金
等

を
他
地
区
よ
り
高
め
に
設
定

す
る
こ
と
は
可
能
か
。

答答　
現
時
点
で
奨
励
金
等
、

白
沢
地
区
を
高
く
設
定
す
る

等
の
制
度
の
見
直
し
は
考
え

て
い
な
い
。
移
住
・
定
住

ニ
ー
ズ
に
は
様
々
な
も
の
が

あ
る
。
例
え
ば
テ
レ
ワ
ー
ク

や
二
地
域
居
住
等
の
ニ
ー
ズ

も
あ
る
。
ま
ず
は
自
然
豊
か

な
白
沢
地
区
の
良
さ
を
発
信

し
て
い
き
た
い
。

問問　
新
た
に
始
ま
る
新
公
共

交
通
シ
ス
テ
ム
も
問
題
解
決

に
有
用
だ
と
思
う
が
、
そ
れ

だ
け
で
は
カ
バ
ー
し
き
れ
な

い
部
分
に
つ
い
て
、
採
算
性

に
不
安
の
あ
る
民
間
事
業
者

へ
の
支
援
も
考
慮
し
な
が

ら
、
移
動
販
売
サ
ー
ビ
ス
に

つ
い
て
今
後
も
研
究
を
進
め

て
お
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

答答　

移
動
販
売
車
の
み
な

ら
ず
御
用
聞
き
事
業
や
公
共

交
通
等
、
買
物
難
民
・
買
物

困
難
者
対
策
に
つ
い
て
は
、

2
年
後
位
に
は
後
期
高
齢
者

の
世
代
が
多
く
な
っ
て
く
る

こ
と
も
あ
り
、
今
後
も
課
題

と
し
て
捉
え
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
る
。

問
答 買

物
難
民
に
つ
い
て

今
後
も
課
題
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
く

渡辺 富幸
（誠和会）

その他の質問

問
移
住
・
定
住
促
進
策
に
つ
い
て

答
白
沢
地
区
の
良
さ
を
発
信
し
て
い
く

▲本宮第二中学校付近の環境づくりを目指して

・本宮二中入口の環境整備は
・みずきが丘入口までの歩道について

問問　
少
子・高
齢
化
の
中
で
、

本
市
に
所
在
す
る
企
業
の
労

働
力
確
保
は
必
然
の
施
策
と

な
る
。
近
隣
市
町
村
か
ら
の

通
勤
者
を
で
き
れ
ば
本
市
へ

の
移
住
・
定
住
を
促
進
す
る

た
め
の
施
策
と
方
策
が
必
要

に
な
る
が
人
材
確
保
に
対
す

る
市
の
考
え
は
。

答答　
近
隣
自
治
体
か
ら
の
昼

間
人
口
が
多
い
状
況
。市
は
、

移
住
・
定
住
の
チ
ラ
シ
を
市

内
企
業
に
配
り
、
社
員
の
皆

様
の
目
に
つ
く
場
所
に
置
い

て
い
た
だ
く
な
ど
を
し
て
移

住
・
定
住
を
希
望
す
る
方
へ

の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
い
る
。
ま

た
、
本
宮
高
校
で
は
企
業
へ

の
見
学
会
を
実
施
。

問問　
本
市
に
お
い
て
は
令
和

５
年
度
の
子
育
て
メ
ニ
ュ
ー

が
構
築
さ
れ
て
い
る
が
、
現

在
、
各
自
治
体
に
よ
る
施
策

の
格
差
が
生
じ
て
い
る
。
今

後
の
取
組
と
し
て
保
育
園
や

幼
稚
園
の
利
用
料
金
を
第
１

子
か
ら
年
収
の
壁
を
設
け
な

い
で
減
免
の
対
象
と
す
る
こ

と
は
可
能
か
。

答答　

現
在
は
国
の
施
策
に

よ
り
、３
歳
以
上
の
保
育
所
、

幼
稚
園
に
つ
い
て
は
無
償
。

本
市
の
独
自
減
免
は
第
１
子

が
２
歳
未
満
の
場
合
、
ま
た

３
歳
以
上
の
第
１
子
と
一
緒

に
通
う
第
２
子
は
一
律
５
千

円
の
減
免
を
現
在
進
め
て
い

る
状
況
。

問
答 子

育
て
支
援
策
に
つ
い
て

市
独
自
の
減
免
を
実
施

玉川 実
( 誠和会 )

その他の質問

問
生
産
労
働
人
口
増
の
確
保
、
方
策
は

答
移
住
・
定
住
希
望
者
へ
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
る



16もとみや議会だより第77号

ＱＲコードから各議員の質問の映像を見ることができます。

▲きめ細やかな介護サービスの充実を

問問　
全
国
的
に
介
護
職
不
足

が
問
題
に
な
っ
て
い
る
。
福

島
介
護
福
祉
専
門
学
校
も
閉

校
し
、
若
い
担
い
手
の
確
保

が
深
刻
化
す
る
中
、
助
成
対

象
者
に
高
校
生
、
大
学
生
と

あ
る
が
事
業
を
広
め
る
対
応

策
は
あ
る
の
か
。
今
後
も
事

業
を
継
続
し
て
い
く
予
定
は

あ
る
の
か
。

答答　
広
く
市
民
に
伝
え
た
い

と
い
う
こ
と
で
、
広
報
も
と

み
や
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
周
知
し
た
。
今
後
は
地
元

高
校
、
近
隣
大
学
に
直
接
制

度
の
案
内
を
し
福
祉
分
野
に

関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、

将
来
の
職
業
選
択
の
一
つ
と

し
て
考
え
て
い
く
機
会
と
事

業
は
継
続
し
取
り
組
む
。

問問　
定
員
19
名
以
下
の
通
所

介
護
は
手
厚
い
介
護
の
実
現

と
、
き
め
細
や
か
に
対
応
で

き
る
地
域
密
着
型
と
な
っ
た

が
、
一
部
地
域
で
利
用
で
き

な
い
状
況
が
あ
る
。
こ
の
状

況
を
把
握
し
て
い
た
か
。
ま

た
、
改
め
て
介
護
サ
ー
ビ
ス

の
内
容
を
理
解
し
て
も
ら
う

対
応
策
は
。

答答　

基
本
的
な
考
え
と
し

て
、
保
険
料
を
支
払
っ
て
い

る
方
が
サ
ー
ビ
ス
を
う
け
ら

れ
な
い
と
い
う
事
は
あ
っ
て

は
い
け
な
い
。
利
用
す
る
た

め
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の

か
、
も
う
一
度
内
部
で
調
整

し
て
い
く
。
介
護
サ
ー
ビ
ス

等
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
周

知
を
図
っ
て
い
く
。

問
答 地

域
密
着
型
通
所
介
護
運
用
は

運
営
に
つ
い
て
、
働
き
か
け
て
い
く

田中美代子
( 新風会 )

問
介
護
資
格
取
得
支
援
事
業
は

答
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
く
取
り
組
み
を

▲問題解決のための整備計画を

・CO2排出量の見える化をどう取組んでいくのか
・充電、バッテリー式小農機の助成の考えは

問問　
五
百
川
駐
輪
場
の
問
題

と
し
て
雨
よ
け
屋
根
シ
ェ
ル

タ
ー
、
バ
イ
ク
と
の
交
互
駐

車
、
指
定
以
外
の
駐
輪
等
。

解
決
の
た
め
収
納
力
、
使
い

や
す
さ
、
美
観
の
向
上
の
た

め
自
転
車
ラ
ッ
ク
の
設
置
が

有
効
。
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
努

力
義
務
に
よ
り
収
納
保
管

ロ
ッ
カ
ー
等
整
備
必
要
で

は
。

答答　
駐
輪
場
整
備
に
当
た
っ

て
は
、
屋
根
付
き
に
し
本
宮

駅
の
よ
う
に
自
転
車
ラ
ッ
ク

を
つ
け
バ
イ
ク
と
分
離
し
利

用
し
や
す
い
駐
車
場
と
し
て

整
備
を
考
え
て
い
る
。
ヘ
ル

メ
ッ
ト
着
用
が
努
力
義
務
づ

け
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
別
に

収
納
す
る
か
、
ど
の
よ
う
な

形
が
良
い
か
検
討
す
る
。

問問　
県
道
大
橋
・
五
百
川
停

車
場
線
歩
道
整
備
を
県
に
要

望
活
動
を
し
前
向
き
な
返
事

を
得
早
期
整
備
に
期
待
す
る

も
整
備
は
い
つ
か
。
ま
た
朝

夕
の
交
通
量
多
く
、
車
の
ス

ピ
ー
ド
増
し
歩
行
者
及
び
通

学
通
勤
自
転
車
へ
安
全
と
は

言
え
な
い
。
横
断
歩
道
、
速

度
標
識
等
必
要
で
は
。

答答　

五
百
川
駅
か
ら
朝
日

会
館
付
近
に
つ
い
て
県
で
実

施
設
計
を
し
て
お
り
来
年
度

よ
り
用
地
取
得
し
令
和
7
年

度
に
歩
道
設
置
工
事
着
手
予

定
。
併
せ
て
朝
日
会
館
付
近

に
横
断
歩
道
の
設
置
、
ス

ピ
ー
ド
だ
さ
な
い
よ
う
注
意

喚
起
を
市
と
県
と
警
察
署
で

協
議
し
安
全
確
保
を
考
え

る
。

問
答 五

百
川
駅
周
辺
の
歩
道
整
備
は

令
和
７
年
度
歩
道
設
置
工
事
着
手
予
定

根本 利信
( 新風会 )

その他の質問

問
五
百
川
駅
駐
輪
場
整
備
計
画
は

答
駐
輪
場
整
備
を
考
え
て
い
る
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ＱＲコードから各議員の質問の映像を見ることができます。

▲ヤングケアラーの把握・支援のために条例制定を

・本市の砂場の質は子どもの遊びに適しているのか
・営農型太陽光発電事業は適正に行われているか

問問　
小
学
６
年
と
中
学
３
年

を
対
象
に
し
た
全
国
学
力
テ

ス
ト
で
、
小
学
６
年
の
２
教

科
、
中
学
３
年
の
３
教
科
が

行
わ
れ
本
県
の
平
均
正
答
率

は
全
国
平
均
を
下
回
り
、
中

学
の
英
数
の
低
迷
傾
向
は
改

善
が
見
ら
れ
な
く
問
題
の
理

解
度
が
浅
い
が
、
本
市
の
結

果
と
今
後
の
課
題
は
。

答答　
小
学
６
年
の
国
語
は
上

回
り
、
算
数
は
下
回
っ
て
い

る
。中
学
３
年
の
国
語
は
３
、

数
学
は
10
、
英
語
は
12
ポ
イ

ン
ト
下
回
っ
て
い
る
。
Ｉ
Ｃ

Ｔ
を
活
用
し
子
ど
も
た
ち
の

意
欲
を
高
め
て
い
く
。
各
学

校
を
回
り
学
力
向
上
の
方
策

を
担
当
教
員
と
共
に
考
え
授

業
実
践
を
行
う
。

問問　
ケ
ア
ラ
ー
の
子
ど
も
は

家
事
や
世
話
の
内
容
の
ほ

か
、
年
齢
に
よ
っ
て
抱
え
て

い
る
問
題
が
異
な
り
、
個
々

に
応
じ
た
支
援
が
望
ま
し

い
。
十
分
に
行
き
届
い
て
い

な
い
支
援
は
何
か
、
小
中
高

生
が
何
を
求
め
て
い
る
の
か

確
認
し
、
支
援
の
取
組
や
条

例
制
定
の
考
え
は
。

答答　

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の

要
素
が
あ
る
と
し
た
13
件

は
、
家
庭
の
状
況
や
ケ
ア
の

度
合
、
そ
の
他
の
状
況
か
ら

総
合
的
に
判
断
し
た
。
本
人

へ
の
支
援
と
早
期
発
見
が
大

切
で
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
体

制
の
強
化
を
図
り
精
神
的
な

負
担
軽
減
を
図
る
取
組
を
進

め
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
く
。

問
答 支

援
の
取
組
と
条
例
制
定
の
考
え
は

条
例
制
定
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い

石橋今朝夫
( 誠和会 )

その他の質問

問
全
国
学
力
テ
ス
ト
の
結
果
は

答
課
題
は
各
学
校
で
調
査
を
行
っ
て
い
る

▲簡易トイレで男女入口が一緒

・学校における熱中症対策について

問問　
白
沢
野
球
場
の
簡
易
ト

イ
レ
に
つ
い
て
、
ス
ポ
少
及

び
中
学
生
の
部
員
に
女
子
部

員
も
い
る
事
か
ら
通
常
の
男

子
ト
イ
レ
、
女
子
ト
イ
レ
に

改
修
で
き
な
い
か
。
ま
た

フ
ェ
ン
ス
に
つ
い
て
も
穴
が

空
い
て
る
の
で
修
繕
で
き
な

い
か
。
今
後
の
施
設
改
修
計

画
は
あ
る
か
。

答答　
白
沢
野
球
場
の
ト
イ
レ

に
つ
い
て
は
改
修
の
検
討
を

し
た
が
、
現
状
の
水
道
管
が

大
分
細
い
の
で
引
込
が
必

要
。
ま
た
、
浄
化
槽
の
規
模

が
大
き
く
な
る
こ
と
で
多
額

の
費
用
が
か
か
る
た
め
に
現

在
の
簡
易
ト
イ
レ
で
対
応
し

て
い
る
。
今
後
グ
リ
ー
ン

パ
ー
ク
野
球
場
の
改
修
予
定

あ
り
。

問問　
現
在
自
治
体
が
バ
ラ
バ

ラ
に
運
用
し
て
い
る
20
業
務

の
シ
ス
テ
ム
を
標
準
化
統
一

す
る
目
的
並
び
に
メ
リ
ッ
ト

は
。
ま
た
デ
ー
タ
移
行
期
限

が
２
０
２
５
年
度
末
ま
で
だ

が
１
７
０
０
以
上
の
自
治
体

が
揃
っ
て
移
行
出
来
る
か
は

疑
問
で
焦
っ
て
間
に
合
わ
せ

る
必
要
は
な
い
の
で
は
。

答答　

標
準
化
の
目
的
は
、

コ
ス
ト
の
減
少
、
コ
ス
ト
の

削
減
そ
れ
に
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
。メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、

窓
口
業
務
の
省
力
化
・
シ
ス

テ
ム
改
修
費
の
減
少
及
び
コ

ス
ト
の
削
減
に
つ
な
が
る
。

又
、
一
人
当
た
り
の
負
担
が

軽
減
さ
れ
る
。
補
助
金
の
関

係
も
考
え
て
い
く
。

問
答 デ

ジ
タ
ル
化
に
向
け
て
の
取
組
状
況
は

シ
ス
テ
ム
の
標
準
化
を
進
め
て
い
る

国分 秀好
( 新風会 )

その他の質問

問
ス
ポ
ー
ツ
施
設
管
理
・
修
繕
に
つ
い
て

答
毎
年
保
守
点
検
・
維
持
管
理
し
て
い
る
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ＱＲコードから各議員の質問の映像を見ることができます。

▲インター周辺の開発構想が欲しい

・ 五百川駅前までの県道整備に合わせて市道の整
備を

問問　
７
月
に
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル

園
の
閉
鎖
の
報
道
が
あ
っ

た
。
ビ
ー
ル
園
の
存
在
は
本

市
に
と
っ
て
大
き
な
意
義
が

あ
り
、
開
業
以
来
多
く
の
市

民
に
利
用
さ
れ
て
き
た
施
設

が
な
く
な
る
と
い
う
こ
と

は
、
た
い
へ
ん
残
念
な
こ
と

で
あ
る
。
市
は
こ
の
報
道
を

ど
う
捉
え
て
い
る
の
か
。

答答　
市
民
の
皆
様
が
大
変
心

配
を
さ
れ
て
お
ら
れ
る
と
思

う
。
引
き
継
い
で
く
れ
る
会

社
を
探
し
て
い
る
と
い
う
の

で
、
市
の
意
向
は
本
社
の
ほ

う
に
伝
え
、
市
の
強
い
思
い

は
理
解
し
て
い
た
だ
い
た
。

今
の
現
状
は
２
社
ほ
ど
の
希

望
の
会
社
が
あ
る
よ
う
で
見

守
っ
て
い
る
。

問問　
イ
ン
タ
ー
周
辺
の
開
発

に
お
い
て
、
道
路
、
公
共
施

設
等
の
整
備
を
優
先
す
る
と

い
う
な
ら
ば
、
荒
井
地
区
の

国
道
か
ら
線
路
ま
で
の
イ
ン

タ
ー
周
辺
、
五
百
川
駅
周
辺

を
含
め
た
中
で
、
開
発
を
促

進
す
る
エ
リ
ア
を
先
に
決
め

て
進
め
る
べ
き
で
は
な
い

か
。

答答　
立
地
希
望
企
業
の
ニ
ー

ズ
に
沿
っ
た
オ
ー
ダ
ー
メ
イ

ド
方
式
と
い
う
こ
と
で
、
企

業
の
誘
致
を
進
め
て
い
る
。

企
業
等
の
進
出
は
景
気
や
資

材
価
格
、
建
設
費
用
な
ど
に

左
右
さ
れ
る
と
い
う
不
透
明

な
部
分
も
あ
る
た
め
、
広
い

エ
リ
ア
と
い
う
考
え
方
で
は

な
く
進
め
て
い
る
。

問
答 開

発
エ
リ
ア
定
め
て
進
め
る
べ
き
で
は

企
業
等
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
誘
致
を

渡辺 秀雄
( 創成会 )

その他の質問

問
ビ
ー
ル
園
の
閉
鎖
に
ど
う
対
処
す
る

答
営
業
が
引
き
継
が
れ
る
の
で
は
な
い
か

▲誰一人取り残さない、笑顔輝く施設に！

・男子への HPV ワクチンの任意接種費助成は
・帯状疱疹の予防接種費用の助成は

問問　
医
療
的
ケ
ア
児
の
日
常

を
社
会
全
体
で
支
え
る
事
を

理
念
と
し
医
療
的
ケ
ア
児
支

援
法
が
成
立
し
た
。
救
命
が

難
し
い
と
さ
れ
て
き
た
子
供

が
救
え
る
よ
う
に
な
り
過
去

10
年
で
２
倍
に
増
え
て
き

た
。
幼
稚
園
・
小
中
学
校
で

医
療
的
ケ
ア
児
を
受
け
入
れ

る
体
制
の
取
り
組
み
は
。

答答　
保
健
福
祉
部
門
、
教
育

部
門
と
情
報
の
共
有
を
図
っ

て
い
る
。
子
育
て
し
や
す
い

街
と
し
て
、
し
っ
か
り
と
ケ

ア
で
き
る
よ
う
に
今
何
が
で

き
る
の
か
、
ど
う
い
う
形
の

中
で
ケ
ア
さ
せ
て
頂
け
る
の

か
真
剣
に
そ
し
て
ス
ピ
ー

デ
ィ
ー
に
取
り
組
ん
で
い

く
。

問問　
障
が
い
者
は
健
常
者
よ

り
も
着
替
え
が
ゆ
っ
く
り
で

あ
っ
た
り
、
広
い
ス
ペ
ー
ス

が
必
要
に
な
る
。
介
助
者
が

異
性
の
場
合
同
じ
更
衣
室
に

は
入
れ
な
い
。
母
子
家
庭
や

父
子
家
庭
、
性
的
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
ー
の
あ
る
方
の
利
用
可

能
な
場
所
の
対
応
を
視
野
に

入
れ
る
必
要
が
あ
る
。

答答　

プ
ー
ル
で
は
空
き
ス

ペ
ー
ス
を
活
用
し
て
み
ん
な

の
更
衣
室
と
し
て
利
用
で
き

る
よ
う
進
め
る
。
他
の
施
設

は
新
た
な
更
衣
室
の
整
備
は

難
し
い
が
、
空
い
て
い
る
部

屋
や
更
衣
室
を
申
し
出
を
頂

け
れ
ば
、
一
時
的
に
占
用
で

き
る
対
応
を
図
る
。

問
答 体

育
施
設
に
み
ん
な
の
更
衣
室
設
置
は

空
き
ス
ペ
ー
ス
を
活
用
し
て
対
応
す
る

川名 順子
( 本宮市議会

公明党 )

その他の質問

問
医
療
的
ケ
ア
児
の
保
育
・
就
学
支
援
は

答
体
制
・
ル
ー
ル
作
り
が
必
要
で
あ
る
。
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ＱＲコードから各議員の質問の映像を見ることができます。

▲幼稚園給食実施の考えは

・評価され喜ばれた給食費無料化の計画は

問問　
特
に
選
挙
期
間
中
に
よ

く
聞
か
れ
た
り
、
要
望
が
さ

れ
た
こ
と
だ
が
共
稼
ぎ
の
方

な
ど
幼
稚
園
に
な
る
と
お
弁

当
作
り
が
大
変
だ
。
幼
稚
園

の
給
食
に
つ
い
て
の
市
の
考

え
を
伺
う
。
幼
稚
園
給
食
の

実
施
の
状
況
を
伺
う
。
本
市

で
も
是
非
と
も
や
っ
て
ほ
し

い
こ
と
を
求
め
る
。

答答　
幼
稚
園
に
お
子
さ
ん
を

通
わ
せ
て
い
る
保
護
者
の
方

か
ら
給
食
提
供
の
希
望
が
あ

る
こ
と
は
認
識
し
て
い
る
。

現
在
給
食
を
提
供
し
て
い
る

と
こ
ろ
は
市
内
に
は
な
い
。

県
内
で
は
会
津
若
松
市
や
須

賀
川
市
、
喜
多
方
市
な
ど
全

て
で
は
な
い
が
一
部
の
幼
稚

園
で
提
供
し
て
い
る
。

問問　
植
付
け
し
な
い
水
田
が

増
え
て
い
る
。
水
田
の
不
作

地
の
解
消
に
つ
い
て
市
と
し

て
の
考
え
を
伺
う
。
植
付
け

を
促
進
す
る
た
め
柳
を
抜
く

の
が
大
変
。
白
沢
の
時
に
伐

根
補
助
が
あ
っ
た
。
今
も
そ

の
事
業
が
あ
る
と
聞
く
。
県

の
事
業
な
ど
な
い
の
か
。
支

援
体
制
作
り
を
願
う
。

答答　

市
で
は
認
定
農
業
者

の
育
成
支
援
事
業
と
い
う
こ

と
で
支
援
し
て
い
る
。
市
の

補
助
要
綱
の
中
に
遊
休
農
地

対
策
事
業
と
い
う
も
の
が
あ

り
、
農
地
を
戻
す
と
い
う
こ

と
で
水
田
、
畑
、
桑
園
の
伐

根
費
用
と
い
う
こ
と
で
補
助

制
度
が
あ
り
10
ア
ー
ル
あ
た

り
4
万
円
と
あ
る
。

問
答 柳

の
根
を
抜
く
補
助
制
度
は

10
ア
ー
ル
4
万
円
の
補
助
制
度
あ
る

渡辺 忠夫
( 日本共産党 )

その他の質問

問
幼
稚
園
給
食
を
実
施
す
る
考
え
は

答
会
津
若
松
市
な
ど
一
部
の
幼
稚
園
実
施

市の振興発展に貢献し、顕著な功績が認められた
方を功労者として表彰することに同意しました。

自
治
功
労
表
彰

渡
辺 

由
紀
雄
　
氏
（
白
岩
字
柳
内
）

　
　
　

白
沢
村
議
会
議
員
（
３
年
２
か
月
）

　
　
　

本
宮
市
議
会
議
員
（
16
年
７
か
月
）

国
分 

勝
広
　
氏
（
本
宮
字
上
町
）

　
　
　

本
宮
町
議
会
議
員
（
７
年
９
か
月
）

　
　
　

本
宮
市
議
会
議
員
（
13
年
２
か
月
）

円
谷 

長
作
　
氏
（
本
宮
字
太
郎
丸
）

　
　
　

本
宮
市
議
会
議
員
（
16
年
）

特
別
功
労
表
彰

宍
戸 
一
郎
　
氏
（
岩
根
字
水
池
尻
）

　
　
　

本
宮
町
体
育
協
会
副
会
長
（
５
年
９
か
月
）

　
　
　

本
宮
市
体
育
協
会
副
会
長
（
２
年
３
か
月
）

　
　
　

本
宮
市
体
育
協
会
会
長
（
14
年
）

菅
野 

淑
子
　
氏
（
和
田
字
刑
部
内
）

　
　
　

し
ら
さ
わ
ふ
れ
あ
い
文
化
ホ
ー
ル
運
営
協
議
会

　
　
　

委
員
（
４
年
９
か
月
）

　
　
　
本
宮
市
し
ら
さ
わ
ふ
れ
あ
い
文
化
ホ
ー
ル
運
営
協
議
会

　
　
　

委
員
（
通
算
10
年
３
か
月
）

　
　
　
本
宮
市
し
ら
さ
わ
ふ
れ
あ
い
文
化
ホ
ー
ル
運
営
協
議
会

　
　
　
副
会
長

（
２
年
）

　
　
　
本
宮
市
し
ら
さ
わ
ふ
れ
あ
い
文
化
ホ
ー
ル
運
営
協
議
会

　
　
　

会
長
（
４
年
）

望
月 

栄
和
　
氏
（
高
木
字
金
瀬
）

　
　
　

本
宮
町
統
計
調
査
員
協
議
会
会
員
（
11
年
３
か
月
）

　
　
　

本
宮
市
統
計
調
査
員
協
議
会
会
員
（
16
年
３
か
月
）

芦
間 

則
行
　
氏
（
仁
井
田
字
下
ノ
原
）

　
　
　

本
宮
市
社
会
福
祉
協
議
会
評
議
員
（
４
年
）

　
　
　

本
宮
市
社
会
福
祉
協
議
会
理
事
（
７
か
月
）

　
　
　

本
宮
市
社
会
福
祉
協
議
会
副
会
長
（
２
年
）

　
　
　

本
宮
市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
（
４
年
）

表　彰
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会派または
議　員　名 交付額 支出額

合 計

支出内訳
差引
残金調　査

研究費 研修費 広報費 広聴費 要請･陳情
活 動 費 会議費 資　料

作成費
資　料
購入費

新
風
会

斎藤　雅彦
川名　順子
根本　利信
三瓶　裕司

160,000 33,880 0 0 33,880 0 0 0 0 0 126,120

み
ら
い
創
和
会

円谷　長作
渡辺由紀雄
石橋今朝夫
磯松　俊彦

160,000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 160,000

志
誠
会

橋本　善壽
菊田　広嗣 80,000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 80,000

日
本

共
産
党

渡辺　忠夫 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

無
所
属

遠藤　初実 40,000 28,556 28,556 0 0 0 0 0 0 0 11,444

馬場　亨守 40,000 48,466 28,556 0 0 0 0 0 0 19,910 0

三瓶　幹夫 40,000 28,556 28,556 0 0 0 0 0 0 0 11,444

菅野　健治 40,000 48,358 28,558 0 0 0 0 0 0 19,800 0

伊藤　隆一 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

作田　　博 40,000 39,852 10,080 0 0 0 0 0 0 29,772 148

国分　勝広 40,000 43,418 0 0 43,418 0 0 0 0 0 0

渡辺　秀雄 40,000 28,556 28,556 0 0 0 0 0 0 0 11,444

合計額 680,000 299,642 152,862 0 77,298 0 0 0 0 69,482 400,600

※差引残金は市の一般会計に返還しています。　※支出超過分は議員個人の負担で支出しています。

（単位：円）

令和 5 年度改選前 政務活動費 報告

あ

と

が

き

　

７
月
の
改
選
に
よ
っ
て
８
月

よ
り
新
体
制
に
て
議
会
が
ス

タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。
今
後

ま
す
ま
す
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご

意
見
を
議
会
運
営
に
活
か
し
、

よ
り
よ
い
未
来
を
創
っ
て
い
く
こ

と
を
議
員
一
同
、
決
意
を
新
た
に

し
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
こ
の
議
会
だ
よ
り
を
担
当
す

る
広
報
広
聴
委
員
会
も
委
員
会

構
成
が
新
し
く
な
り
ま
し
た
。

市
民
の
皆
さ
ん
に
市
の
情
報
を

知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
わ
か

り
や
す
く
読
み
や
す
い「
広
報
」

を
目
指
す
こ
と
は
も
と
よ
り
、

更
に
は
皆
さ
ん
の
声
を
し
っ
か

り
と
聴
い
て
反
映
さ
せ
る
た
め

の「
広
聴
」に
も
力
を
入
れ
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す

の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。（
菊
田
）

発
行
責
任
者

　
　
　
議　
　
長　
橋
本　
善
壽

広
報
広
聴
委
員
会

　
　
　
委
員
長　
菊
田　
広
嗣

　
　
　
副
委
員
長　
根
本　
利
信

　
　
　
委　
　
員　
後
藤　
友
誉

　
　
　
委　
　
員　
渡
辺　
富
幸

　
　
　
委　
　
員　
田
中
美
代
子

　
　
　
委　
　
員　
磯
松　
俊
彦

　
　
　
委　
　
員　
馬
場　
亨
守

　
　
　
委　
　
員　
菅
野　
健
治

発
行　

本
宮
市
議
会　

編
集　

広
報
広
聴
委
員
会　
　
　
　
〒
969

－

1192　

福
島
県
本
宮
市
本
宮
字
万
世
２
１
２　
　
　
　

TEE（
０
２
４
３
）24
―
５
４
３
５

℻（
０
２
４
３
）３4
―
５
５
６
７

次回 12月議会定例会は12月5日に開会予定です。
請願・陳情の締切は11月22日（16時まで）です。
※なお、正式な日程は議会運営委員会で決定します。

　　議会を傍聴しましょう！
　議会開催日に本会議場に来ていただけ
れば、簡単に議会の様子を傍聴できます。
　インターネットでは生中継や、過去の
議会映像もご覧いただけます。

<

再
生
紙
使
用>

令和５年 4 月 1 日〜７月 31 日


